
地域医療構想調整会議の進め方

協議内容と議論の進め方のイメージ

①現状把握
地域の医療の現状（供給）を
把握

②課題抽出

構想で示された将来の医療需要推計
や将来の医療の姿も参考に地域の課題
を検討

③解決に向けた検討

抽出した課題の解決に向けた方策や、各医療
機関が果たすべき役割を担うための方策を検討

④進捗状況の共有

抽出した課題や、病床の機能分化・連携や基本目標
の達成状況に関する進捗状況を共有

＜各医療機関＞
自主的な機能分化・連携の取組

医療機関自ら、病床機能のあり方・
担うべき役割の検討

≪H28調整会議≫
○病床機能報告から見る「現状」
○グランドデザインと現状の比較

病床機能報告結果等のデータ
から地域の今の状況について
意見交換

≪地域医療に関するアンケートの
実施≫

≪H29①調整会議≫
○データ／アンケートから見る構想区域
の現状

地域の医療の現状について共有し、
検討すべき課題・機能について議論

≪H29②調整会議≫（予定）
○解決に向けた検討

構想区域ごとに抽出された課題の解決に向
けた方策や、各医療機関が果たすべき役割
を担うための方策を検討

◆ 平成29年度第2回の調整会議は、グループワーク形式にて実施する。

（狙い）構想区域ごとの課題に対する取組についてグループワークを行い、医療機関の自主的な取組を促す

今後のスケジュール
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第2回調整会議

＜在宅療養ワーキング＞
（目的）

在宅療養に関する地域の現状・課題や、今後の取組（広域的に取り
組むべき事項等）について意見交換を行う

（意見交換）

○地域の現状・課題の把握・共有
○課題に関する意見交換
例）入院医療機関と地域の医療・介護関係者との連携
○入院医療機関と地域医療・介護関係者の相互の理解


